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A．研究の目的及び背景 
新型インフルエンザ対策における抗インフ

ルエンザウイルス薬の備蓄のあり方を検討す
るにあたり、季節性インフルエンザにおける抗
インフルエンザウイルス薬の処方動向（種類・
量）の評価が必要である。また、新型インフル
エンザ対策においては、患者数（人数）で被害
想定がなされるが、備蓄においては、本数が基
本単位となるため、人数と本数との換算式も必
要となる。 
本研究では、ウェブ上に公開されているレセ

プト情報・特定健診等情報データベース（NDB）
オープンデータおよび医薬品販売量データを
用いて、季節性インフルエンザにおける抗イン
フルエンザウイルス薬の使用量調査を行なう
ことした。 

B．研究方法 
＜データソース＞ 
①NDBオープンデータ 
 第１回：2014年度（2014年4月～2015年3月） 
 第２回：2015年度（2015年4月～2016年3月） 
 第３回：2016年度（2016年4月～2017年3月） 
第４回：2017年度（2017年4月～2018年3月） 
第５回：2018年度（2018年4月～2019年3月） 

②販売量データ 
 2014年4月～2019年3月 
③2018年10月～2019年9月（12か月間）のIQVIA
 Claims データ（健康保険組合の保険者レセプ
トデータ） 

＜データ入手先＞ 
①については、厚生労働省ウェブサイトNDBオ
ープンデータ（https://www.mhlw.go.jp/stf/s
eisakunitsuite/bunya/0000177182.html）より、
②、③については、IQVIAソリューションズジャ
パン株式会社より入手した。 

 

＜検討方法＞ 
（１）NDBオープンデータと販売量データとの

比較 
NDBオープンデータの精度を評価するため、2

014年4月～2019年3月の5年間のNDBオープンデ
ータと販売量データを直接比較した。 

（２）NDBオープンデータ（処方量）を用いた患
者数推計方法の検討 

添付文書及びIQVIA Claimsデータを用いた
実際の処方をもとに換算式を作成し、NDBオー
プンデータ（処方量）から使用人数の推計方法
を検討した。 

（３）NDBオープンデータを用いた5シーズンの
処方動向の分析 

上記（２）の換算式を用いて、過去5シーズン
の処方動向を分析した。データの一部は、今冬
のインフルエンザについての結果と比較した。 

（４）販売量を用いた処方動向の分析 
上記（２）（３）をもとに数量から患者数の

係数を求め、バロキサビル（ゾフルーザ）が本
格的に使用された2018年度を含め販売量をも
とにした処方動向を分析した。 
 

（倫理面への配慮） 
 公表されているデータおよび販売量データ
を用いた検討であり、個人が識別可能なデータ
は取り扱わないが、データの漏洩等のセキュリ
ティー対策に配慮した。 
 
C．研究結果 
（１）NDBオープンデータと販売量データとの

比較 
第１回～第5回NDBオープンデータと販売量

データとの直接比較結果を表１に示す。 

研究要旨 

国及び都道府県は、新型インフルエンザ対策として、抗インフルエンザウイルス薬の備
蓄を行っている。備蓄薬剤の種類を検討する上で、レセプト情報・特定健診等情報データ
ベース（NDB）および販売量データを用いて、季節性インフルエンザにおける抗インフル
エンザウイルス薬の使用動向を把握するとともに、各薬剤の平均投与量・投与日数につい
ては、IQVIA Claimsデータ（健康保険組合の保険者レセプトデータ）を用いて検討を行っ
た。NDBオープンデータでは、年齢階級別データが公開されており、ノイラミニダーゼ阻
害剤は、第１回～第４回データに含まれており、また第5回からはバロキサビル（ゾフル
ーザ）のデータも含まれる様になり、概ね患者数の推計は可能と考えられた。 



 
 

表１ NDBオープンデータと販売量との比較 

5シーズンを通じて、概ね類似の傾向であり、ラ
ニナミビル、ザナミビルについては、NDBと販売
量がほぼ同量である一方、オセルタミビルカプ
セル、ペラミビルについては、販売量＞レセプ
ト請求量（NDB）を示した。また、2018年度に初
めてNDBに登場したゾフルーザ（10mg錠）も販売
量＞レセプト請求量（NDB）を示した。 

（２）NDBオープンデータ（処方量）を用いた患
者数推計方法の検討 

 
処方数から処方人数を推計するにあたり2018

年10月～2019年9月の健康保険組合の保険者レ
セプトデータ（年齢：5歳階級、上限65歳以上）
を用いて実際の処方動向を確認した。 
 
■対象製品 
①オセルタミビル 
商品名：タミフル／オセルタミビルGE 
（カプセル／ドライシロップ） 

②バロキサビル 
商品名：ゾフルーザ（錠剤） 

③ラニナミビル 
商品名：イナビル（吸入剤） 

④ザナミビル 
商品名：リレンザ（吸入剤） 

⑤ペラミビル 
商品名：ラピアクタ（バイアル／バッグ） 

 
■分析結果 
①タミフル／オセルタミビルGE（カプセル） 
・0～4歳（n=11,964） 

平均投与日数 5.0日～5.1日 
1日平均投与量 50.8mg(平均5日で計算)  
（１処方あたり254mg 
→3.39カプセル、ドライシロップ8.46g） 

 ・5～9歳（n=18,806） 
平均投与日数 5.0日～5.1日 
1日平均投与量 79.4mg(平均5日で計算)  
（１処方あたり397mg 
→5.29カプセル、ドライシロップ13.2g） 

 ・10～14歳（n=2,931） 
平均投与日数 5.0日 
1日平均投与量 130mg  
（１処方あたり648mg 
→8.64カプセル、ドライシロップ21.6g） 

・15歳以上（n=27,335） 
平均投与日数 4.9～5.0日 
1日平均投与量 149.7～153.1mg  
→添付文書どおり、 

１処方あたり750mg（10カプセル） 
 

②ゾフルーザ（錠剤） 
・0～4歳（n=692） 
平均投与日数 1.0日 
1日平均投与量 10.2mg 

 ・5～9歳（n=7,544） 
平均投与日数 1.0日 
1日平均投与量 17.4mg  

・10～14歳（n=11,019） 
平均投与日数 1.0日 
1日平均投与量 28.8mg  

・15歳以上（n=60,466） 
平均投与日数 1.0日 
1日平均投与量 42.1mg  

 
③イナビル（吸入剤）投与量・日数対象外 

・0～4歳（n=30） 
 ・5～9歳（n=4,679） 
・10～14歳（n=8,740） 



 
 

・15歳以上（n=37,180） 
 
④リレンザ（吸入剤）投与量・日数対象外 

・0～4歳（n=20） 
 ・5～9歳（n=1,971） 
・10～14歳（n=3,758） 
・15歳以上（n=6,131） 

 
⑤ラピアクタ（静注薬）投与量・日数対象外 

・0～4歳（n=205） 
 ・5～9歳（n=259） 
・10～14歳（n=148） 
・15歳以上（n=1,798） 

 
■本数から処方人数の推計方法 
添付文書及び添付文章及びIQVIA Claimsデータを用いた実際の処方をもとに作成した換算式を

表２に示す。 
 
表２ 年齢階級別、抗インフルエンザウイルス薬の本数から処方人数推計の換算式

 

（３）NDBオープンデータを用いた5シーズンの処方動向の分析 

NDBオープンデータにおいては、男女別、年齢
階級別（5歳階級、上限90歳以上（第１回・第２
回）、上限100歳以上（第３回・第４回・第５回））
の処方数が掲載されているが、①１つのセルの
集計結果が1000未満の場合は「-」で表示される
ため、各セルの合計と総計が合わない、また、
②1000未満のセルが１か所の場合、総計以外全
て「-」で表示されているため、年齢階級別の分
析ができない状況が生じているため、分析の際
に注意を要した。 
 

■内服薬（オセルタミビル）の分析について 
 内服については、外来（院外）、外来（院内）、
入院の３区分あり、男女別・年齢階級別に、タ

ミフルカプセル、ドライシロップは、それぞれ、
2014-15年度は38セル、2016-2017年度は42セル
が公表されている（2014-15年度まで90歳以上
であったものが、2016-2017年度は、90-94歳、
95-99歳、100歳以上に変更されている）。2018
年度は後発品のオセルタミビルカプセル、ドラ
イシロップがデータに含まれるようになった
ため、42セル×2 = 84セルとした。 
 NDBにおける秘匿化セルの状況を表３に示す。 
①のlimitationについて、タミフルドライシロ
ップは主に小児に使用されるため、成人におい
て空白セルが多くなっているが、外来処方にお
いては、空白セルの影響はほぼ認めていない。
入院は処方数が少ないため、セルの合計が総計

0-4歳：錠数

5-9歳：錠数
10-14歳：錠数÷1.5
15歳以上：錠数÷2

IQVIA Claimsデータより、1処方あたり

0-4歳：10.2mg (10mg錠を1錠)
5-9歳：17.4mg (20mg錠を1錠)
10-14歳：28.8mg (20mg錠を1.5錠)

15歳以上： 42.1mg (20mg錠を2錠)



 
 

の69-96%と低下しているものの入院処方の絶
対数が少ないため影響は軽微と考えられる。 
一方、②のlimitationについて、2016-2017年
度の外来（院内処方）において、１つのセルが

「-」となったため、全てのセルが秘匿化されて
いた。この秘匿化は全体に与える影響が大きい
ため、他年度の傾向をもとに補正が必要と考え
られた。

 
表３ NDBにおける秘匿化セルの状況（タミフルカプセル、ドライシロップ） 

* 2018年度は後発品のオセルタミビルカプセル、ドライシロップもデータに含まれている。 

 
 
処方数から患者数を推計する際、タミフルは体重あ
たりで換算が必要となる。表２にあるように、0-4
歳、5-9歳、10-15歳、15歳以上別に係数を定めたた
め、2016-2017年度のタミフルカプセルのデータを
補正するにあたり、2014-2017年度の外来（院外処
方）及び2014-2015年度の外来（院内処方）の6デー
タから各年齢群の全体に占める割合を求めたとこ
ろ、 
 ・0-4歳：平均 0.03%（0.00-0.06%） 
 ・5-9歳：平均 0.60%（0.48-0.74%） 
 ・10-14歳：平均 2.13%（1.85-2.32%） 
であったため、2016年度、2017年度の外来（院内処
方）は、総計から上記割合を案分して、表２の係数
を用いて、年齢階級別の使用量を推計した（図１）。 
  

図１ NDBを用いたタミフル使用患者数（推計） 
■内服薬（ゾフルーザ）の分析について 
ゾフルーザは2018年度に初めてNDBオープンデータに含まれるようになった新薬である。タミフ

ルと同様に、外来（院外）、外来（院内）、入院の３区分あり、男女別・年齢階級別に、42セルが
公表されている。NDBにおける秘匿化セルの状況を表４に示す。①のlimitationについて、入院患
者で空白セルが多くなっているが、入院処方の絶対数が少ないため影響は軽微と考えられる。 
 
表４ NDBにおける秘匿化セルの状況（ゾフルーザ） 

 
 
 
■吸入薬（ラニナミビル、ザナミビル）の分析について 
 吸入についても同様に、外来（院外）、外来（院内）、入院の３区分あり、男女別・年齢階級別
に、リレンザ、イナビルそれぞれ、2014-15年度は38セル、2016-2017年度は42セルが公表されてい
る（2014-15年度まで90歳以上であったものが、2016-2017年度は、90-94歳、95-99歳、100歳以上
に変更されている）。NDBにおける秘匿化セルの状況を表５に示す。 
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表５ NDBにおける秘匿化セルの状況（リレンザ、イナビル）

 
①のlimitationについて、リレンザ、イナビ

ルとも入院患者で空白セルが多くなっている
が、入院処方の絶対数が少ないため影響は軽微
と考えられる。 
②のlimitationについて、2014-2015年度の

リレンザ、2015年度のイナビルの外来（院内処
方）において、１つのセルが「-」となったため、
全てのセルが秘匿化されていた。年齢階級別の
補正を考える際、リレンザは、成人・小児とも
用法用量が同じであるため、添付文書に従い、
総計から算出、イナビルは、10歳未満、10歳以
上で使用方法が異なるため、2014-2017年度の
外来（院外処方）及び2014年度、2016-2017年度
の外来（院内処方）の7データから各年齢群の平
均割合を求めたところ、2群に分け割合を求め
たところ、 
・10歳未満：平均 5.7％（4.5-7.6%） 
・10歳以上：平均 94.3%（92.4-95.5%） 

であったため、2015年度イナビルの外来（院内
処方）については、この数値をもとに案分し、 
表２の係数を用いて使用量を推計した（図２）。 

 

 
図２ NDBを用いたリレンザ、イナビル使用患
者数（推計） 
 
 
 
  

 
 

 
■注射薬（ペラミビル）の分析について 
 注射薬についても同様に、外来（院外）、外
来（院内）、入院の３区分あるが、ペラミビル
は、外来（院外）はすべて「-」であった。①の
limitationは認めるものの、バッグ製剤につい
ては、処方数＝患者数として計算するため、総
計を用いることとした。バイアル製剤について
は、0－4歳のみバイアル数＝患者数として計算
することとしたため、0-4歳のセルに「-」を認
めなかったことから、5歳以上は総数から0-4歳
の処方数を引いた数字を用い、バイアル数÷2
＝患者数として計算した。 
②のlimitationについては、2016-2017年度

のバッグ製剤の外来（院内）にて、１つのセル
が「-」となったため、全てのセルが秘匿化され
ていたが、バッグ製剤は、処方数＝患者数とし
て計算するため、総計を用いることとした（図
３）。 
 

 
 
 

 
 

図３ NDBを用いたラピアクタ使用患者数（推計） 
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■NDBを用いた患者数推計（5シーズン比較） 
 今回、NDBオープンデータを用いて分析でき
た５シーズン（4月-3月の年度を１シーズン）に
おいて、2014－2016年度に比し、2017年度、20
18年度で患者数が増加していた。４種類のノイ
ラミニダーゼ阻害剤の使用割合については概
ね傾向は変わらないものの、2014-2015年度と
比較し、2016-2017年度において、タミフルの使
用割合が低下し、イナビルの使用割合が増加し
ている傾向を認めた。2018年度に初めてNDBに
公開されたゾフルーザは、抗インフルエンザ薬
の処方の37%を占めており、その結果、イナビル
の使用割合は2017年度と比較して半減し、タミ
フルの使用割合も低下傾向を示した（図４）。 
 

図４ NDBを用いた抗インフルエンザウイルス
薬使用患者数推計（5シーズン比較） 

 
厚生労働省今冬のインフルエンザの資料と比
較する際、定点医療機関から推計される数値に
0.66を乗じるとNDBによる患者推計値となる（h
ttps://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/diseas
e/influ/fludoco1819.pdf）とされており、この
推計では、2014/15シーズン（941万人）、2015
/16シーズン（976万人）、2016/17シーズン（1
030万人）、2017/18シーズン（1436万人）、20
18/19シーズン（1200万人）となるため、NDBオ
ープンデータによる処方量からも概ね類似し
た推計値を求めることができた。 

（４）販売量からみた処方動向の分析 

（２）（３）においては年齢による投与量の変

化を含め係数を求めたが、販売量データを分析
する際には、年齢区分が不明であるため、NDBに
おける薬剤数と推計患者数の関係より、患者数
推計の係数（4年度の係数の平均値とした）を算
出した。 

抗インフルエンザ薬 係数 

タミフルカプセル 0.1 

タミフルドライシロップ 0.164 

リレンザ 0.05 

イナビル 0.529 

ラピアクタ（バッグ） 1 

ラピアクタ（バイアル） 0.597 

ゾフルーザ 0.737 

 
ゾフルーザは、2018年度のNDBオープンデータ
に初めて公開されたため、2018年度のデータか
ら係数を算出した。（図５）。 

図５ 販売量を用いた抗インフルエンザウイ
ルス薬使用患者数推計（５シーズン比較） 
 
表１で示したように販売量とNDBには、特にタ
ミフル、ラピアクタにおいて相違があるため、
販売量は、NDBと比較し、全体の推計患者数が多
くなり、また薬剤毎の使用割合も若干異なった
結果となっている。2018年度からはゾフルーザ
が使用可能になったが、販売量とNDBのどちら
においても、ゾフルーザが使用可能になったこ
とで、他の薬剤の使用割合が大きく低下してい
ることが判明した。 



 

D．考察 
新型インフルエンザの発生に備え、国・都道

府県において抗インフルエンザウイルス薬が
備蓄されている。備蓄薬は、流通する抗インフ
ルエンザ薬が枯渇した際に放出されることが
想定されていることから、実際に臨床で用いら
れる使用動向との関係性も重要となる。 
本研究では、NDBオープンデータとして入手

可能な抗インフルエンザウイルス薬の本数か
ら患者数を推計する方法を検討した。年齢に関
係なく用法用量が規定されている薬剤につい
ては本数から患者数の推計は容易であるが、体
重毎に使用量が異なるタミフルドライシロッ
プなどについては、年齢階級ごとの患者数を踏
まえ換算する必要がある。 
今回、年齢階級ごとの実際の使用実態につい

て、IQVIA Claims データを用いて係数を求め
た。このデータベースは、組合健保レセプトの
為、原則65歳未満が対象となっていること、健
保連加盟組合におけるデータカバー率は6.5%
で、サンプル調査とはなるものの、純患者数18
7万人を対象としており、係数を算出する上で
重要となる0-4歳児、5-9歳児における抗インフ
ルエンザ使用者がそれぞれ１万人以上含まれ
ていることから、一定の精度は保たれていると
考えられる。 
第１回～第５回のNDBオープンデータの分析

を行う過程で、本データの利点・欠点も見えて
きた。年齢階級毎の使用本数が示されている点
は良いが、１セルのみ規定数である1000に満た
ない場合、全てのセルが「-」となり分析不能と
なることが大きな課題と考えられた。今回は、
他の年度も概ね同傾向を示したことから、他の
年度のデータを参考に推計して分析を行った
が、NDBオープンデータを使用する際には、秘匿
化データについて留意が必要である。 
NDBと販売量の５年間のデータを直接比較し

た。５年間を通じて、タミフル、ラピアクタに
ついては販売量＞NDBとなる傾向を示した。実
際に使用されているが保険請求されていない
ケースについてNDBが過少評価している一方で、
販売はされたが実際に投与されていないデー 
タが販売量に含まれている可能性があり、両デ
ータの特徴を踏まえ、解釈を行う必要となる。 
販売量データについては、誰に使用したか

（年齢階級）が不明であるため、販売量から患
者数の推計を行うことは困難であるが、今回、
NDBにおいて年齢階級も踏まえ、数量から人数
を推計する係数を算出し、その係数を使って販

売量データから患者数を推計し、経年変化を評
価した（図５）。販売量から患者数を推計する
にあたっては、2018年度のように新たにゾフル
ーザの使用が開始された際などは、係数が大き
く変動する可能性があるため、引きつづき、他
のデータと照合しながら推計値の精度向上に
努めていく必要はあると考えられた。 
2018年度の販売量のデータにて、ゾフルーザ

の使用割合が3分の1を占めていることが示さ
れていたが、2018年度のNDBオープンデータベ
ースでも同様の結果が示され、新薬であるゾフ
ルーザの登場により、抗インフルエンザ薬のそ
れぞれの使用割合に大きな変化が生じている
ことが確認された。ゾフルーザは、使用に伴う
薬剤耐性の懸念が示されているが、国立感染症
研究所の抗インフルエンザ薬体制株サーベイ
ランスの報告では、現段階では報告数は少ない
（https://www.niid.go.jp/niid/ja/influ-resist.h
tml）。一方で、単回経口投与であることや妊婦
に対しても治療上の有益性が危険性を上回る
場合に投与可能であること、鳥インフルエンザ
ウイルスへの効果も期待されることから、今後
備蓄薬としての役割も期待しうる薬剤と思わ
れる。 
また、2020年1月には新型コロナウイルス感

染症が発生し、抗インフルエンザウイルス薬の
使用動向も大きく変動があることが予測され
ることから、引き続き使用動向のモニタリング
を行っていく必要がある。また、今回の新型コ
ロナウイルス感染症の発生を踏まえ、ゾフルー
ザに加え、アビガンも含めた新興感染症発生時
に備えた備蓄の在り方（量・種類）について、
再度、見直しが必要と考えられる。 
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